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近代以降，日本知識體系或世界觀的轉

換過程中，日本傳統的漢學以何種方式被塑

造並改變其面貌？透過回應前述提問，本書

旨在說明，懷有此問題意識者，不應僅限於

日本文化圈、甚至單一文化圈的人，以求從

多元角度加以檢視與反思此跨文化研究之論

述。本書論文的執筆者，多以身為日本文化

圈之外的看視者，探究近代日本漢學等相關

議題。他們從其自身文化的觀點出發，一方

面展露出此種立場乃奠基於自我與他者之間

的相對性，另一方面亦企圖對以往的近代

日本漢學研究提出討論與展望，藉此向讀

者揭示「跨文化視域」（cross-cultural 

perspective）中，東、西雙方彼此的觀察

態度及其思考方式。

本書のテーマ「近代日本の中国学」が暗

示するように、近代以降の日本における知

的システムや世界観の転換に、伝統の中国

学はいかに形作られ、変貌を遂げてきたの

か、という問いは二十一世紀の現在におい

て、改めてさまざまな角度から検討されな

ければならない。というのは、その問いを

発するのは、もはや日本人、あるいは単一

文化圏の人々に限るべきではないからだ。

本書の論文執筆者のほとんどは、外部の他

者として、異文化の立場から、自己と他者

を相対化する意欲を示しながら、従来の近

代日本の中国学研究に異を唱え、さらに現

代学術の潮流とも言うべき“cross-cultural 

perspective”（異文化間の視点、間文化的視

点）から生まれ出たものの見方や考え方を

提供しようと試みた。

近代日本の中国学
廖欽彬、高木智見 編
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日清講和條約簽署後，臺灣被割讓給日

本，當時，日人伊澤修二（いさわ・しゅうじ、

1851-1917）為治理臺灣，遂來臺推行日語教

育。由於伊澤修二任職於文部省與臺灣總督府，

不僅負責教育方面的行政事務、創立國家教育

社推行教育啟蒙，也創辦樂石社以推動口吃矯

正教育。因此，欲探索近代日本國民語言的奠

基事業與成就，伊澤修二是不可避而不談的人

物。儘管學界已發表許多有關伊澤修二的先行

研究，但目前仍少有同時立足日本、臺灣，乃

至亞洲視域的跨文化探討。 

本書試圖處理上述課題，並分為兩大部分

討論之。第一部分收錄與伊澤修二相關的先行

研究，綜合性地檢視伊澤修二在各個領域留下

的成就；第二部份收錄五篇不同領域的論文，

討論主題包含：口吃矯正、盲啞教育、乃木希

典遺髮碑的建立計畫、臺語教育、中文教育，

以及伊澤修二逝世後的紀念表揚活動，藉此探

究伊澤修二在臺日，甚至東亞語言暨文化交流

的進程中，扮演的角色及其意義。

日清戦争の講和条約を経て、割譲された台湾を治

めるべく降り立った人たちのなかに、一人の男性が

いた。その名を伊沢修二（いさわ・しゅうじ、1851-

1917）という。伊沢は文部省と台湾総督府に勤務す

ることで教育行政に関わり、または国家教育社で教

育の啓蒙をおこない、楽石社をひらいて吃音矯正事

業を推し進めた。伊沢は、近代日本における国民の

言語の成立を検討するさいに欠かすことのできな

い人物である。伊沢はその重要性から多くの研究が

されてきたが、日本と台湾、ひいてはアジアという

視点に立脚した総合的な研究はほとんど行われて

こなかった。 

本書はこれらの課題に着目し、二部で構成してい

る。第一部では、伊沢の多面にわたる業績について

の諸研究を総合的に検討する。第二部では学問領域

を超えて伊沢と日本・台湾をめぐる言語と教育の諸

課題を明らかにするべく、吃音矯正、盲唖教育、乃木

希典遺髪碑の建立計画、台湾語教育、中国語教育、伊

沢沒後の顕彰活動を主題にした五本の論文で構成

している。 なお、本書の表紙は伊那市立高遠町歴史

博物館所蔵の拓本「伊澤先生記念碑」を使用した。

伊沢修二と台湾 
木下知威 編
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本書探討 17 世紀以還，德川社會的宗

教發展，以及日本政治、社會、經濟乃至語

言等各種面向的複雜性，同時對東傳日本的

黃檗文化在東亞文化交流的思想體系給予歷

史定位。研究課題針對(1)近世日本「華僑」

社會的形成與變遷 ;(2)17 世紀黃檗文化的

傳播及其人物、思想交流 ;(3) 唐通事、中

文 ( 唐話 ) 的學習和長崎奉行的相關研究 ; 

(4) 黃檗宗的書法、繪畫、雕刻、藝術等日

中文化交流研究 ;(5)「越境」與獨立性易的

思想變遷等，從各領域專家的視角，深化相

關的研究成果。

本書は、17世紀以降、徳川社会の宗教の

発展および政治、社会、経済ないし言語な

どのあらゆる面の複雑性を検討するととも

に、日本で発展した黄檗文化が東アジア文

化交流の思想体系において、歴史的に如何

に位置づけられるべきかという研究課題を

取り上げる。とりわけ、（1）近世日本におけ

る「華僑」社会の形成と変遷、（2）17世紀の

黄檗文化の伝播および人物、思想交流に関

する議論、（3）唐通事、中国語（唐話）の学習、

長崎奉行に関する研究、（4）黄檗宗に関す

る書道、絵画、彫刻、芸術など日中文化交流

の研究、（5）独立性易の「越境」による思想

変遷の研究、それぞれの分野の専門家の視

点から深化した研究成果である。

十七世紀の東アジア文化交流—黄檗宗を中心に—
徐興慶、劉序楓 編
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